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沖縄辺戸岬における有機エアロゾルの組成と季節変化：2005－ 2007年に観測され
た n-アルカン類

Distributions and seasonal changes of organic aerosols at Cape Hedo, Okinawa: n-alkanes
observed during 2005-2007
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　東アジア地域における有機エアロゾルの長距離輸送を調べるため、2005～2007年に沖縄辺戸岬でエアロゾル中の n-
アルカン濃度を測定した。ハイボリュームエアサンプラーを用いてエアロゾルを採取し、採取した試料中の n-アルカン
類をガスクロマトグラフ－質量分析法で分析した。　
　辺戸岬で観測された C15-C34の総アルカン濃度の平均値は、31± 24 ng/m3であった。冬季（38 ng/m3）及び春季

（32 ng/m3）の総アルカン濃度は、夏季の総アルカン濃度（15 ng/m3）よりも高かった。辺戸岬では、冬季及び夏季には、
それぞれ大陸及び太平洋からの季節風の影響を受ける。季節変化の結果は、大陸起源のアルカンの寄与が比較的高いこ
とを示唆していた。アルカンの組成分布から求めた、奇数炭素優位性を示す CPIの平均値は、2.1± 0.1であった。この
値は、父島の文献値（4.4± 0.7）よりも中国大陸諸都市の文献値 (1.1-1.6)に近かった。辺戸岬で観測されたアルカン類
は、主に人為起源のアルカン類の影響を受けていた。以上の結果から、辺戸岬で観測される n-アルカン類には、大陸で
放出された人為起源のアルカン類の長距離輸送が重要な役割を果たしていると結論した。


